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１ 作業画面への移動 

1.1 ユーザーID またはメールアドレス、パス

ワードを入力後「ログイン」をクリック

します。 

 

アカウントについての詳細は、管理者に

お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 サイト「オープンデータサンプル」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 「データカタログ」を選択します。 
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２ データセットの作成 

2.1 「新規作成」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 必要事項を記入してください。 

 

(ア) データセット名 

データセットの名称を入力します。 

(イ) 説明 

データセットの説明を入力します。 

（URL には自動でリンクが設定されます。） 

(ウ) タグ 

データセットに関連する単語を登録します。 

（カンマ、スペースで区切ることにより複数の単語を設定することができます。） 

(エ) 分野 

(ア) 

(イ) 

(ウ) 

(エ) 

(オ) 

 

(カ) 
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データセットに関連する分野にチェックを入れます。(複数可) 

(オ) 地域 

データセットの属する地域にチェックを入れます。(複数可) 

(カ) データセットグループ 

データセットの所属するグループを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(キ) 公開設定 

公開設定の「折りたたみ表示」を選択するとメ

ニューが表示されます。 

ステータスを「非公開」にすることで公開画面

上から取り下げることが可能です。 

公開日時にはこのデータセットを公開した日時

が自動で設定されます。 

  

(キ) 

(ク) 

(ケ) 

(コ) 
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(ク) 連絡先 

連絡先の「折りたたみ表示」を選択するとメニ

ューが表示されます。このデータセットの連絡

先情報を設定できます。 

標準でログインしているユーザーの所属グル

ープの情報が設定されます。 

表示が不要な場合は、表示設定を「非表示」に

します。 

別の連絡先に変更する場合は、「連絡先グルー

プを選択する」より設定可能です。 

(ケ) 関連記事 

関連記事の「折りたたみ表示」を選択するとメ

ニューが表示されます。 

「関連記事を選択する」より現在作成している

データセットに関連する記事を設定できます。 

(コ) 権限 

公開設定の「折りたたみ表示」を選択するとメ

ニューが表示されます。管理グループよりこの

データセットを編集可能なグループを設定で

きます。 

管理グループは現在ログインしているユーザ

ーの所属グループが自動で設定されます。 

権限レベルよりこのデータセットを編集可能なユーザーのレベルを設定できます。 
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2.3 「保存」もしくは「キャンセル」をクリックするとデータセット詳細画面に移動します。 

 

(ア) 編集する 

データセットの編集画面に移動します。 

(イ) 削除する 

データセットを削除します。 

※遷移後の画面で削除をクリックするとデータが完全に削除されます。 

 

(ウ) 一覧へ戻る 

データセットの一覧画面へ戻ります。 

 

データセット一覧画面で、対象データの行のデー

タセット名以外の場所を左クリックすることで、

詳細画面と同様のメニューを表示することができ

ます。 

 

 

 

 

  

(ア) 

(イ) 

(ウ) 
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３ リソースの登録 

 

3.1 データセット一覧画面でリソースを追加するデータセット名をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 「リソースを管理する」をクリックします。 

 

 

3.3 登録されているリソースの一覧が表示されます。

「新規作成」をクリックし、リソースの登録を

行います。 
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3.4 必要事項を入力します。 

 

(ア) ファイル 

アップロードするファイルを選択します。 

（ファイルを登録すれば、リソース名、フォーマットは自動的に登録されます。） 

(イ) リソース名 

（リソース名を変更する場合）リソースの名称を入力します。 

(ウ) フォーマット 

ファイルのフォーマットを半角英数の大文字で入力します。「 TTL 」を入力した場合は RDF サーバ

にデータが登録されます。 

(エ) ライセンス 

リソースのライセンスを選択します。 

(オ) 説明 

データセットの説明を入力します。 

（URL は自動的にリンクが設定されます。） 

(カ) プレビュー用データ 

TSV、CSV ファイルを登録しておくとデータセットのページでプレビュー表示ができます。  

リソースファイルが TSV、CSV ファイルの場合は登録する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

(ア) 

(イ) 

(ウ) 

(エ) 

(オ) 

(カ) 
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3.5 「保存」もしくは「キャンセル」をクリックするとデータセット詳細画面に移動します。 

(ア) 編集する 

リソースの編集画面に移動します。 

(イ) 削除する 

リソースを削除します。 

※遷移後の画面で削除をクリックすると完全に削除されます。 

(ウ) 一覧へ戻る 

リソースの一覧画面に戻ります。 

 

リソース一覧画面で、対象データの行のリソース

名以外の場所を左クリックすることで、詳細画面

と同様のメニューを表示することができます。 

 

 

(エ) 新しいリソースを追加する 

リソースの新規作成画面へ移動します。 

(ア) 

(イ) 

(ウ) 

(エ) (オ) 
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(オ) RDF に変換する 

CSV を RDF に変換します。 

 

A) タイトルに当たる該当する行数を指定します。 

B) 次の画面へ移動します。 

C) リソース詳細画面に戻ります。 

 

「次へ進む」を選択すると上記の画面が表示されます。 

 

D) RDF に関連する分野にチェックを入れます。(複数可)  

E) 使用する語彙を選択します。 

F) 語彙を名前で検索します。 

G) 使用する語彙のラジオボタンを選択し、次の画面へ移動します。 

H) 前の画面に戻ります。 

A) 

B) C) 

D) 

E) 

F) 

G) H) 
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「次へ進む」を選択すると上記の画面が表示されます。 

 

I) 語彙の中から似ている RDF プロパティが設定されます。 

変更するもしくは「ファイル固有」となっている場合は、リンクをクリックし、RDF プロパテ

ィを設定します。クリックすると以下の画面が表示されますので、使用する RDF プロパティの

ラジオボタンをチェックし、「保存」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J) 次の画面へ移動します。 

K) 前の画面戻ります。 

 

I) 

J) K) 
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「

次

へ

進

む

」

を

選

択

す

る

と

変

換

内

容

の

詳細が表示されます。 

 

L) 問題がなければ「RDF を作成する」をクリックすると RDF が作成されます。 

M) 前の画面に戻ります。 

 

 

  

L) M) 
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４ クローリングの登録 

 

4.1 データセット一覧画面でリソースを追加するデータセット名をクリックします。 

4.2  

4.3 「クローリングを管理する」をクリックします。 

 

4.4 登録されているクローリングの一覧が表示され

ますので、「新規作成」をクリックし、クローリ

ングの登録を行います。 
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4.5 必要事項を入力します。 

 

(ア) URL 

クローリングを行う URL を入力します。 

(イ) プレビュー 

URL を表示します。 

(ウ) リソース名 

リソースの名称を入力します。 

(エ) ライセンス 

クローリングのライセンスを選択します。 

(オ) 更新方法 

更新方法を選択します。 

「手動」…クローリング先が更新されるとクローリングの詳細画面に通知がありますので、手動で更

新を行います。 

「自動」…クローリング先が更新されると自動で更新されます。 

(カ) 説明 

クローリングの説明を記入します。 

 

  

(ア) 

(イ) 

(ウ) 

(エ) 

(オ) 

(カ) 
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4.6 「保存」もしくは「キャンセル」をクリックするとクローリングの詳細画面に移動します。 

 

 

(ア) 編集する 

クローリングの編集画面に移動します。 

(イ) 削除する 

クローリングを削除します。 

※遷移後の画面で削除をクリックするとデータが完全に削除されます。 

 

(ウ) 一覧へ戻る 

クローリングの一覧画面に戻ります。 

  

(ア) 

(イ) 

(ウ) 

(エ) 
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クローリング一覧画面で、対象データの行でリソース名以外の場所を左クリックすることで、詳細画

面と同様のメニューを表示することができま

す。 

 

 

 

 

(エ) 新しい URL を追加する 

クローリングを行う新しい URL を追加します。 

 

 

 


